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１９. 子育てと介護（ダブルケア） 

（１）子育ての状況 

 対象：『在宅高齢者（介護者）』 

  介護者が現在、子育てをしているか尋ねたところ、「子育てはしていない」が 50.1％と最も多

く、次いで「中高生の子育てをしている」が 1.7％、「小学生の子育てをしている」が 1.0％とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てと介護（ダブルケア）に対しての負担感 

 対象：『在宅高齢者（介護者）』『若年者』 

  子育てと介護（ダブルケア）をしている介護者に負担感を尋ねたところ、在宅高齢者（介護者）

は「非常に負担を感じる」が 31.0％と最も多く、次いで「やや負担を感じる」が 28.6％となって

いる。 

  子育てと介護（ダブルケア）をしている若年者に負担感を尋ねたところ、 「やや負担を感じる」

が 34.9％と最も多く、次いで「非常に負担を感じる」が 25.6％となっている。 
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（３）ダブルケアによる就労状況の変化 

 対象：『在宅高齢者（介護者）』『若年者』 

  ダブルケアが始まる前と後の就業状況の変化を尋ねたところ、「変わらない」が最も多く、在宅

高齢者（介護者）で 40.5％、若年者で 45.7％となっている。次いで「業務量や労働時間を減らし

た」が在宅高齢者（介護者）で 9.5％、若年者で 18.6％となっている。 
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（３）－１ 就業状況が変わらない理由 

 対象：『在宅高齢者（介護者）』『若年者』 

  就業状況が変わらないと答えた人にその理由を尋ねたところ、在宅高齢者（介護者）では 「家族

(配偶者や親族等)の支援がある」が 35.3％と最も多く、次いで「被介護者をデイサービス等に通

所させている」「子育てや介護との両立が可能な勤務条件(労働時間等)で働くことができる」が

ともに 29.4％となっている。 

  若年者では 「家族(配偶者や親族等)の支援がある」35.6％が最も多く、次いで「業務量や労働時

間等を減らすことにより給料等が減額になると困る」が 25.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅高齢者（介護者） 若年者

1位 家族(配偶者や親戚等)の支援がある（35.3％） 家族(配偶者や親戚等)の支援がある（35.6％）

被介護者をデイサービス等に通所させている（29.4％）

子育てや介護との両立が可能な勤務条件(労働時間等)で働くこ
とができる（29.4％）

3位 仕事を行うことに対し、被介護者の理解がある（17.6％）
勤め先の人員体制や業務量を考えると、周囲に迷惑がかかる
（16.9％）

2位
業務量や労働時間等を減らすことにより給料等が減額になると
困る（25.4％）
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（３）－２ 今後の働き方 

 対象：『在宅高齢者（介護者）』『若年者』 

  今後どのような働き方（働かない場合も含めて）を考えているか尋ねたところ、 「今後も同じ仕

事(職種・職場)で働き続けたい」が最も多く、在宅高齢者（介護者）で 72.0％、若年者で 62.0％

となっている。次いで在宅高齢者（介護者）では「給料が高いなど、より経済的条件のよい仕事

(職種・職場)に変えたい」が 12.0％、若年者では「労働時間が短いなど、より負担の軽い仕事(職

種・職場)に変えたい」が 11.0％となっている。 
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第４章 在宅高齢者の介護者 ※「無回答」には、介護をしている方がいない場合を含む。 

１. 主な介護者 

（１）要介護者との続柄 

  要介護者との続柄については、「子」が 33.8％と最も多く、次いで「妻」14.8％、「夫」10.2％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）性別 

  性別は、女性が 43.2％、男性が 23.2％となっており、女性の介護者の方が多くなっている。 
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（３）年齢 

  介護者の年齢は、「60～69 歳」が 19.5％と最も多く、次いで「70～79 歳」が 19.3％、「80 歳

以上」が 14.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【属性別特徴】 

  要介護者の年齢別では、要介護者が 65～69 歳及び 90～99 歳の層では、介護者は「60～69 歳」

が最も多い割合を占めている。70～79 歳と 100 歳以上では、介護者は 「70～79 歳」が最も多くな

っている。 
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（４）要介護者との同居の状況 

  要介護者との同居の状況については、「同居している」が 42.7％、「同居していない」が 24.7％

となっている。 

 

（５）介護を主な理由として過去１年間に仕事を辞めたか 

  家族や親族の中で介護を主な理由として過去１年間に仕事を辞めた方がいるかについて尋ねた

ところ、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 42.8％と最も多く、次いで「主な

介護者が仕事を辞めた」が 7.1％となっている。 
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（６）勤務形態 

  主な介護者の勤務形態について尋ねたところ、「以前から働いていない」が 25.7％と最も多く、

次いで「フルタイムで働いている」が 13.3％、「パートタイムで働いている」が 10.5％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）－1 働き方の調整等 

働いている介護者に対し、働き方の調整等をしているか尋ねたところ、「特に行っていない」が

46.9％と最も多く、次いで「介護のために「労働時間を調整(残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・

中抜け等)」しながら働いている」が 26.0％、「介護のために「休暇(年休や介護休暇等)」を取り

ながら働いている」が 19.6％となっている。 
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（６）－２ 勤務先からの効果的な支援 

勤務先からどのような支援があれば仕事と介護の両立に効果があると思うか尋ねたところ、現

在働いている在宅高齢者の介護者では「介護休業・介護休暇等の制度の充実」が 33.0％と最も多

く、次いで「制度を利用しやすい職場づくり」が 29.1％、「労働時間の柔軟な選択(フレックスタ

イム制など)」が 26.5％となっている。 

なお、若年者では「制度を利用しやすい職場づくり」が 55.9％と最も多く、次いで「介護休業・

介護休暇等の制度の充実」が51.0％、「労働時間の柔軟な選択(フレックスタイム制など)」が50.6％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】対象：『若年者』 
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（６）－３ 介護継続の可能性 

  働いている介護者に対し、今後も働きながら介護を続けていけそうか尋ねたところ、「問題は

あるが、何とか続けている」が 49.4％と最も多く、次いで「問題なく、続けていける」が 25.4％、

「続けていくのは、やや難しい」が 6.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 介護の状況 

（１）介護期間 

  主な介護者がこれまで介護してきた期間を尋ねたところ、「10 年以上」が 15.5％と最も多く、

次いで「5 年～10 年未満」が 14.2％、「1 年～3 年未満」が 13.7％となっている。 
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（２）困っていることの有無 

  主な介護者が現在介護するうえで困っていることがあるか尋ねたところ、「ある」が 34.0％、

「ない」が 22.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）－1 介護するうえで困っている内容 

「困っていることがある」と回答した介護者に対し、困っていることは何か尋ねたところ、「身

体的な負担感がある(疲労が蓄積している、睡眠不足等)」が 64.1％と最も多く、次いで「精神的

な負担感がある(将来に不安を感じる、相談相手がいない等)」が 63.0％、「経済的な負担感があ

る(家計を圧迫している、貯金を切り崩している等)」が 39.0％となっている。 
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【属性別特徴】 

  男女別にみると、男性では「身体的な負担感がある(疲労が蓄積している、睡眠不足等)」が 68.0％

と最も多く、女性では「精神的な負担感がある(将来に不安を感じる、相談相手がいない等)」が

65.5％と最も多くなっている。 
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（３）主な介護者が不安に感じる介護 

  主な介護者が不安に感じる介護については、「外出の付き添い、送迎等」が 25.1％と最も多く、

次いで「夜間の排泄」が 18.8％、「入浴・洗身」が 18.7％、「認知症への対応」が 17.6％となっ

ている。 

  また、男女別では、男性の方が「夜間の排泄」、「入浴・洗身」などに対する介護の不安の割合

が多くなっている。 
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（４）相談相手 

  介護のことで困ったときに相談する相手については、「ケアマネジャーなどの介護関係者やか

かりつけ医などの医療関係者」が 51.8％と最も多く、次いで「家族や友人・知人」が 39.9％とな

っている。 

 

（５）介護困難時の対処方法 

  主な介護者が介護をすることが困難な場合にどのように対処しているか尋ねたところ、「ショ

ートステイやデイサービスなどの介護保険のサービスを利用している」が 32.7％と最も多く、次

いで「自分が無理してでも介護をしている」が 18.2％、「他の家族に一時的にみてもらっている」

が 13.5％となっている。 
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（６）介護の負担感 

  介護者が感じている介護の負担感については、「かなり負担である」が 14.7％、「やや負担で

ある」が 28.5％で、介護に負担を感じている人は 43.2％となっている。一方で、「それほど負担

ではない」が 14.1％、「負担ではない」が 4.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【属性別特徴】 

  在宅高齢者について要介護度別にみると、おおむね要介護度が高いほど負担感が大きい傾向に

ある。 
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３. 高齢者の虐待 

（１）要介護者虐待の危険性 

  介護者に要介護者への虐待に至る危険性を感じたことがあるか尋ねたところ、「虐待などに至

る危険性はない」が 45.0％と最も多く、次いで「今後、介護が続けば、虐待などに至る危険性が

あると思う」が 9.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）要介護者虐待につながる要因 

  高齢者への虐待はどのような要因で起こると思うか尋ねたところ、「介護者の介護疲れや精神

的なストレス」が 44.8％と最も多く、次いで「高齢者本人に認知症による徘徊、幻覚、妄想、不

潔行為などの症状があるため」が 33.6％、「介護者の家族や親族などの協力がなく、一人で抱え

込んでしまっている」が 25.3％となっている。 
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（３）介護や福祉の相談にメールやオンラインを利用したいか 

介護や福祉の相談にメールやオンラインを利用したいか尋ねたところ、「はい」が 20.2％、 「い

いえ」が 32.2％、「メールやＳＮＳの使い方がわからない」が 21.3％となっている。 
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第５章 施設入居者の状況 

１. 入所前の家族状況 

  施設に入る前の家族の状況を尋ねたところ、「一人暮らし世帯」が 36.6％と最も多く、

次いで「夫婦のみの世帯」が 22.6％、「二世代同居世帯(65 歳未満の方がいらっしゃる世

帯)」が 19.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 施設サービスの利用状況 

（１）現在入っている施設の種類 

  現在入っている施設の種類について尋ねたところ、「介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)」

が 54.1％と最も多く、次いで「介護老人保健施設(老人保健施設)」が 19.0％、「介護付有料老人

ホーム(特定施設入居者生活介護)」が 9.3％となっている。 
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（２）施設に入所した理由 

  施設に入所した理由については、「家族の介護では負担が重すぎるから」が 39.8％と最も多く、

次いで「一人暮らしなど、介護する家族かいなかったから」が 27.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）介護施設等に関する情報収集方法 

  介護施設等に関する情報にどのように調べたか尋ねたところ、「病院のソーシャルワーカー」

が 31.2％と最も多く、次いで「ケアマネジャー」が 29.0％、「家族や知人からの口コミ」が 22.2％

となっている。 
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（４）施設入所・入居にあたり、利用料金とサービスの関係 

  施設入るにあたり、利用料金とサービスの関係について尋ねたところ、「多少は利用料金が高

くても個室がよい」が 22.6％と最も多く、次いで「多床室がよい」が 19.4％、「部屋の種類は問

わず、利用料金が安いほどよい」が 14.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）施設選択の重視する点 

施設を選ぶときに、特にどのようなことを重視して決めたか尋ねたところ、 「自宅または家族や

親族の家に近い」が 43.0％と最も多く、次いで「評判が良い」が 21.9％、「職員の態度や対応」

が 15.1％となっている。 
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（６）施設入所期間 

  入所期間についてみると、「5 年以上」が 21.5％と最も多く、次いで「1 年～2 年未満」が 19.4％、

「3 年～5 年未満」が 18.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）施設生活での楽しみ 

  施設生活での楽しみで最も多かったのは、「食事」が 56.6％と最も多く、次いで「季節の行事

や催し、レクリエーション活動」が 33.7％、「入浴」が 27.6％、「他の利用者や施設職員との会

話」が 19.7％となっている。 
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３. 施設での生活全体の印象 

（１）施設での生活全体について 

  施設での生活全体について、「どちらといえば満足している」が 40.1％と最も多く、次いで「満

足している」が 33.3％となっており、両者を合わせると 73.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）改善してほしい点 

  施設生活で改善してほしいと思うことは、「特になし」が 39.4％と最も多く、次いで「食事の

内容」が 18.3％、「職員の体制(職員がもっと多いと良い)」が 12.5％となっている。 

 


